
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 1 日・2 日にやまゆり館（八王子

市川口市民センター）でデイケア利用者

様の作品の展示を行いました！ 

ウエストケアセンターでは午後の時間に

レクリエーションの時間を設けており、

その時間に作成されたものです。 

“ネット手芸”“籐作業”“書道”“俳句”

“ビーズの制作”と様々なジャンルの作

品が並び、ご来場された方からお褒めの

お言葉をいただきました。 

 

レクリエーションは楽しむだけでなく、

指先の運動や脳の活性化につながり、また別

の名前で“作業療法”と呼ばれています。 

展示会を通して、日々の活動成果を広く知っ

てもらえること、利用者様の創作意欲を高め、

皆様と交流して見られることができ職員一

同うれしく思います。 

来年の開催を目指し、利用者様のサポートを

しながら制作を続けていきたいと思います。 

介護福祉士 澁江 理咲 
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令和 7年 

12月号 

12 月の行事・レク予定 

・12 月 6 日（土） ハンドマッサージ デイケア（スケッターさん） 

・12 月 20 日（土） 廿楽施設長演奏会 

・12 月 24 日（水） ハンドマッサージ 5 階ﾌﾛｱ（スケッターさん） 



2025年 10月より、八王子市にて医療法

人社団明和会 介護老人保健施設ウエスト

ケアセンターと介護ワークシェアサービ

ス「スケッター」が連携し、介護人材不足

の解消と新しい地域共生モデルの構築を

目指す革新的プロジェクトがスタートし

ました。 

 

すでにスケッターの方にご来所頂き、レク

リエーションや下膳配膳作業などのお手

伝いを頂きました。音楽のレクリエーショ

ンやベリーダンスなどの公演が行われ、多

くのご入所者様やご利用者様に喜んでい

ただき、涙を流される様子もございまし

た。 

 

今回の八王子市におけるウエストケアセ

ンターのプロジェクトの特徴は、行政主導

ではなく、地域に根差した介護施設である

ウエストケアセンターとスケッターが直

接連携を開始する点です。全国的にも珍し

く、八王子市での取り組みが介護業界に新

しい可能性を示す挑戦として注目されて

います。 

今後も、多くの有名なスケッターの方がご

来所予定となっておりますので、お楽しみ

にしてください。  総務課 長下 秀平 

 

 

 

11月 8日、スケッターさんのピアノとビオラの演奏会に、たくさんの利用者様が集まって下さ

いました。 

スケッターさんがビオラを構えると何人かの利用者様の目が輝きまし

た。ビオラの生の演奏を初めてご覧になったみたいでした。 

「上を向いて歩こう」「津軽海峡冬景色」「川の流れのように」を皆様で

合唱されました。「静かな秋」「リンゴの唄」のリクエストに少しスマホ

で調べただけで、直ぐに即興演奏。全員で「すごいね！」と感心してし

まいました。              介護福祉士 髙野 久子 

 

ウエスト×スケッタープロジェクト 



11 月 6 日に西八王子病院でしまむらの出張販売が開催されました！ウエストケアセンターのデ

イケアでは 14名の利用者様が参加されました。 

普段外出をしない方も多数参加していただき、試着したり店員さんや職員に聞いたりしながら、楽

しんで商品を選ばれていました。ウエストケアセンターに戻った後、利用者様同士で購入した商品

を見せ合い「これ絶対似合うよ！」「この色可愛い！」と笑顔で話されていました。後日、購入し

たお洋服を着てデイケアに来られている利用者様もいらっしゃいました。 

冬に備えたお洋服が手に入ったことはもちろん、店内の移動でいつもよりたくさん歩いた、楽しん

で買い物ができたなど、出張販売を通して様々な体験をしていただくことができました。今後も利

用者様の日常生活がより充実したものとなるようサポートしていきたいと思います。 

作業療法士 山﨑 華蓮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の３階創作活動は、クリスマスリース

を制作しています。 

クリスマスカラーの赤と緑と白の毛糸を

丸くボンボンにして木工ボンドで貼りつ

けました。ボンボンを触りながら「可愛い

わね   」「綺麗な色よね   」「何が出来る

のかしら？」と笑顔で利用者様同士での会

話が弾んでいました。 

 

のりで貼ったりハサミで切ったり、一生懸

命に取り組まれていました。出来上がった

リースは 3階食堂に飾らせて頂いています。            また一段と 3階フロアが明るくなりました。             

介護福祉士 水越 博子 



 

 

11 月 18 日、25 日と 2 日間にわたり、地域活動の

一環として毎年行われている上川口小学校の 5，6 年

生を対象とした介護体験が行われました。 

18 日は当施設にて、高齢者施設とはどういうところ

か勉強後、施設の利用者様とのふれあい体験として生

徒たちが合唱を披露してくれました。その他にも利用

者様が出来るゲームを考えてきてくれて一緒に行いま

した。利用者様もとても楽しそうに参加されていまし

た。休憩後には社会福祉協議会よりお借りした高齢者

疑似体験キットを用いて、車椅子や杖を使用し高齢者

の方の動作の疑似体験を行いました。とても大変そう

に動いていました。 

25日は上川口小学校の体育館にて、高齢者あんしん相談セ

ンター川口さんによる認知症サポーター養成講座を行い認

知症についての勉強を行いました。後半はアサヒサンクリー

ンさんによる訪問入浴体験を行いました。生徒さんたちは実

際にバスタブの中に入り洗髪を行い、貴重な体験になったと

思います。 

 

その後は栄養科による講座もあり、トロミ付け体験を行いま

した。生徒さんたちはどの体験も興味を持ち、積極的に参加

してくれていました。この体験を機に高齢者への理解が深ま

ってくれたらと思います。介護福祉士 野﨑 信吾 

先月に続いて 3 階での米作りは、写真はありませんが、籾からお米を収穫しました。男性利用者

様お二人にお願いし、初めて行う作業にもかかわらず、率先して取り組んでいただけました。 

「たくさんお米とれたな～」「これお米なの？」「ここで作ったやつ？」等会話が弾

んでいました。精米は職員の自宅で行い次回には素敵な写真が出来ると思います。

来年も沢山の稲を植えてバケツで米作りに力を入れていきたいと思います。    

介護福祉士 水越 博子 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 12月になり、早いもので、今年もそろそろ終わりです。関西万博、女性初めての総理大臣、米問題、 

熊の出現など、様々な出来事がありました。皆さんは何が一番心に残っていますか？！来年も良い年になる事を祈り

つつ、ＷＢＣをとても楽しみにしているところです。ウエストケアセンター広報委員会一同 
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